
今
年
こ
そ
、
良
い
年
に
し
た
い
。
み
な
さ

ん
共
通
の
願
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

安
心
し
て
働
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
、
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
が
む
ず
か
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

政
治
が
市
民
、
国
民
の
生
活
を
し
っ
か
り

見
つ
め
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
力
を
合
わ
せ
て
、
働
く
こ
と
、
生
き
る

こ
と
を
励
ま
す
政
治
、
く
ら
し
や
福
祉
を
応

援
す
る
政
治
に
変
え
ま
し
ょ
う
。

二
〇
〇
五
年

新
春

市
議
会
議
員

と
き
た
邦
夫

市
議
会
議
員

金
子
と
し
え

市
議
会
議
員

山
田
と
し
子

市
議
会
議
員

新
井
た
く
み

市
議
会
議
員

滝
沢
お
さ
む

日本共産党飯能市委員会973-1091

議会報告をお届けします。

２００５年 新年号

市長に要望書を提出する議員団



長
年
の
運
動
に
よ
っ

て
、
十
二
月
か
ら
乳

幼
児
医
療
費
助
成
制

度
の
窓
口
払
い
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
昨

年
か
ら
五
歳
未
満
児

ま
で
対
象
年
齢
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
拡
大
さ
れ
る

見
通
し
で
す
。

乳幼児

医療費 の窓口払いなしに

利
用
料
の
助
成
制

度
に
加
え
て
、
十
五

年
度
か
ら
保
険
料
の

減
免
制
度
が
実
現
し

ま
し
た
。
生
活
保
護

に
該
当
す
る
程
度
の

生
活
状
態
の
方
、
ま

た
は
そ
れ
に
準
ず
る

方
は
、
七
割
～
九
割

程
度
の
軽
減
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

小
規
模
工
事
登
録
制

度
の
対
象
工
事
限
度

額
が
一
三
〇
万
円
ま

で
拡
大
さ
れ
、
小
規

模
業
者
で
も
公
共
事

業
が
受
け
ら
れ
る
機

会
が
増
え
ま
し
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
も
実
現
の

見
通
し
で
す
。

十
四
年
に
加
治
東

小
、
十
五
年
に
一
小

（
空
教
室
利
用
）
、

十
六
年
に

加
治
小

（
借
り
上
げ
方
式
）

が
公
設
化
さ
れ
、
市

内
七
ヶ
所
全
て
の
学

童
保
育
所
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

指
導
員
の
社
会
保
険

事
業
主
負
担
の
補
助

も
実
現
し
ま
し
た
。

一
月
二
一
日
の
臨
時
市

議
会
で
定
数
削
減
の
動
き

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

合
併
協
議
会
で
「
次
期
の

市
議
選
は
定
数
二
六
名
で

行
う
」
こ
と
が
合
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
合
意
を

破
る
こ
と
は
、
協
議
会
の

信
義
を
破
る
行
為
で
、
認

め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
名
栗
地

域
な
ど
有
権
者
の
少
な
い

地
域
か
ら
の
議
席
の
排
除

に
も
つ
な
が
り
、
市
民
の

声
が
届
か
な
く
な
り
ま
す
。

市民の声が
届かない！

議員定数削減

介護保険の減免が実現

地元業者の仕事確保へ

子どもが 学童保育へ安心して
過ごせる

市民とともに対市交渉



ツ
ケ
を
市
民
に
押
し
つ
け

大
規
模
開
発

の
破
た
ん

公
団
・
大
河
原
開
発
が
全
面
的
に
見
直
し
に
追
い
込
ま
れ
る

な
ど
、
大
規
模
開
発
優
先
の
街
づ
く
り
は
完
全
に
破
た
ん
。

学
校
建
設
、
道
路
、
上
下
水
道
整
備
な
ど
大
規
模
開
発
に
つ
ぎ

込
ま
れ
た
市
民
の
税
金
は
な
ん
と
一

五
〇
億
円
に
も
。
過
大
投
資
の
ツ
ケ

が
水
道
料
金
、
下
水
道
料
金
の
値
上

げ
と
な
っ
て
市
民
に
重
く
の
し
か
か
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
無
謀
な
街
づ
く
り
計

画
を
推
進
し
、
市
民
に
犠
牲
を
押
し

つ
け
て
き
た
自
民
・
保
守
・
公
明
の

「
オ
ー
ル
与
党
」
の
責
任
が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
十
二
月
議
会
に
三
〇
％
も
の
料
金
値
上
げ
を
提
案
。

共
産
党
以
外
の
保
守
・
公
明
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
四
つ
の
問
題
点
を
指
摘
し
反
対
し
ま
し
た
。

①
不
況
、
デ
フ
レ
の
な
か
で
、
公
共
料
金
値
上
げ
を
行
う
時
期

に
な
い
こ
と
②
三
八
億
円
で
購
入
し
た
処
理
場
用
地
三
・
五
ha

が
未
利
用
と
な
っ
て
お
り
、
使
っ
て
い
な
い
分
ま
で
料
金
転
嫁

し
て
い
る
こ
と
③
条
例
に
あ
る
受
益
者
負
担
金
の
徴
収
が
二
〇

年
も
放
置
さ
れ
、
十
七
億
円
が
未
収
と
な
っ
て
い
る
こ
と
④
料

金
値
上
げ
前
に
市
民
説
明
会
を
行
う
と
約
束
し
な
が
ら
実
施
し

て
い
な
い
こ
と
で
す
。

下
水
道
料
金
を
３
０
％
も
値
上
げ

国
保
税

２
万
３
千
円
も
の
値
上
げ

市
は
、
六
年
連
続

し
て
奨
学
金
の
貸
付

額
を
減
額
し
ま
し
た
。

し
か
も
、
希
望
者
が

い
る
の
に
一
律
の
基

準
で
貸
し
付
け
を
制

限
し
て
、
予
算
を
余
ら
せ
て
い
る
状
況
で
す
。

七
五
歳
か
ら
の
お
年
寄
り
に
出
さ
れ
て
い
た
敬

老
年
金
を
八
千
円
か
ら
五
千
円
に
。
さ
ら
に
来

年
度
は
、
七
七
歳
、
八
八
歳
、
百
歳
な
ど
節
目

支
給
に
変
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
お
年
寄
り
に

冷
た
い
市
政
で
す
。

奨学金、敬老年金削る

市
は
、
十
六
年
に
国
保
税
を
平
均
で
約
五
千

八
百
円
も
値
上
げ
し
ま
し
た
。
四
人
家
族
で
は
、

二
万
三
千
円
に
も
。
高
す
ぎ
る
国
保
税
は
払
い

た
く
て
も
払
え
な
い
状
態
で
す
。
現
在
の
滞
納

世
帯
は
二
千
世
帯
を
超
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
市
は
、
来
年
二
月
か
ら
国
保
税
の
滞

納
者
に
呼
び
出
し
に
応
じ
な
い
場
合
、
病
院
窓

口
で
一
旦
全
額
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
「
資
格
証
明
書
」

を
交
付
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
命
に

関
わ
る
重
大
問
題

で
認
め
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。

払えない人から保険証取り上げも 公
団
の
開
発
に
税
金
１
５
０
億
円

４人

家族

市
の
水
利
権
は
、
十

万
六
千
人
分
。
二
万
六

千
人
分
も
の
水
が
余
っ

て
い
る
の
に
、
県
水
を

日
量
三
千
ト
ン
も
買
い
、

そ
の
費
用
が
来
年
度
予
算
で
一
億
円
に
も
。

さ
ら
に
県
は
、
五
千
五
百
ト
ン
の
県
水
を
買

う
よ
う
要
求
、
一
億
八
千
万
円
の
支
払
い
を
求

め
て
き
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
ム
ダ
使
い
を
し
て

い
た
ら
水
道
料
金
が
高
く
な
る
の
は
あ
た
り
ま

え
で
す
。

県
水
に
一
億
円
も

必
要
の

な
い一方でこのムダ使い！

下
水
処
理
に
、
汚

水
と
雨
水
を
分
け
て

行
う
分
流
式
と
雨
水
・

汚
水
を
一
緒
に
行
う

合
流
式
が
あ
り
、
飯

能
市
は
大
半
が
合
流

式
で
す
。
こ
の
方
式

は
、
大
雨
の
と
き
、

河
川
に
生
放
流
す
る

こ
と
に
な
り
、
不
衛

生
で
す
。
国
の
指
導
も
あ
っ
て
、
十
五
～
十
六
年
度
で
改
善

調
査
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
委
託
費
は
四
千
四
百
万
円
に
も
。

で
き
あ
が
っ
た
報
告
書
と
改
善
計
画
は
、
全
国
同
じ
よ
う
な

計
画
で
実
態
調
査
と
は
無
関
係
。
全
く
の
ム
ダ
使
い
で
す
。

下水道料金
値上げ案態度

日本共産党 ×反対

自民・保守 ○賛成

公明党 ○賛成

下
水

４
千
万
円
も

調
査

費
に

さ
ら
に
１
億
８
千
万
円
の

支
払
い
求
め
る
埼
玉
県

川寺・願成寺下の吐口




